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たかがあいさつ　されどあいさつ　やっぱりあいさつ
～子どもから学んだこと～




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
校長　　川田　由紀　　　　
夏休み明け、朝の子どもたちの様子で気になることがありました。それは、あいさつです。もともと朝のあいさつは寂しい感じがしていましたが、８月下旬、さらに静かなのです。もちろん、いつでも元気にあいさつする子もいますが、こちらが「おはよう」と声をかけても、まるで聞こえていないかのように、無反応で通り過ぎていく子が多いように感じました。まだ学校に慣れていないのかな…、眠いのかな…、とは思いましたが、それにしても声が出ません。そこで、まずは教師による月初めのあいさつ週間を、もっと盛り上げることにしました。今までは教師が校内のあちらこちらに立ち、あいさつをしていました。９月は、あいさつを印象付けるため、何かグッズを持つなど、楽しくあいさつするようにしました。するとどうでしょう。子どもたちの顔がぱっと明るくなり、びっくりしたようにあいさつを返してくるようになりました。本来なら自分から進んであいさつを、と求めたいところですが、まずは朝から声が出てきたことで安心しました。

[bookmark: _GoBack]もう一つ、月曜日の昼、放送委員会が企画している「お悩み相談」に、私から「みんながあいさつできるようになるには、どうしたらいいですか。」と相談してみました。すると、次の月曜日、昼の放送で回答が流れました。「（前略）皆さんは、なぜあいさつができないと思いますか。あいさつができない理由は主に二つ。一つ目は、恥ずかしくてあいさつできない。二つ目は、あいさつの必要性を理解できない、です。（中略）あいさつをすると、相手とコミュニケーションが取れるのです。あいさつをしないとうまくコミュニケーションが取れず、人間関係が大変になってしまいます。だからあいさつはとっても重要になるのです。それでは気になる解決方法です。解決方法は二つあります。一つ目は、あいさつができる人がお手本となる。二つ目は、あいさつができる人が「○○さんおはよう」と名前を呼んでからあいさつをする。すると名前を言わないときよりもあいさつがしやすくなるのです。それを繰り返して、あいさつが苦手な人に、あいさつの気持ちよさを知ってもらいます。そうしたらあいさつができるようになります。」あっぱれな回答が返ってきて、驚くとともに、とてもうれしく思いました。この放送委員の５年生は、私の悩みを聞いた後、自分であいさつについて調べたそうです。教師から「あいさつをしよう」と言われるより、自分で調べたり、子どもからアドバイスをもらったりした方が、子どもの心に響くようです。次の日、廊下であった子どもたちのあいさつの反応が、またよくなった気がしました。
どこでも話題に上がるあいさつ。当たり前にできるようになりたいものです。当たり前なことも、「必要性」をもう一度考えることで、行う意味が分かり、やる気になる。子どもから教わったことです。
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